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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第55期
第３四半期
連結累計期間

第56期
第３四半期
連結累計期間

第55期

会計期間

自平成23年
４月１日
至平成23年
12月31日

自平成24年
４月１日
至平成24年
12月31日

自平成23年
４月１日
至平成24年
３月31日

売上高（千円） 21,664,02020,793,60628,247,878

経常利益（千円） 3,120,9992,720,4193,826,426

四半期（当期）純利益（千円） 2,250,5531,655,8972,508,189

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
2,012,7691,989,3952,641,390

純資産額（千円） 20,093,96322,519,31720,719,355

総資産額（千円） 35,767,84733,065,13433,856,190

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
357.15 262.79 398.04

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 56.06 67.98 61.07

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
448,0592,953,2071,838,731

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△836,311△477,391△882,532

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△2,321,393△2,902,216△4,063,860

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
4,369,6953,702,2594,057,290

 

回次
第55期
第３四半期
連結会計期間

第56期
第３四半期
連結会計期間

会計期間

自平成23年
10月１日
至平成23年
12月31日

自平成24年
10月１日
至平成24年
12月31日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
91.14 95.18

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成していますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ていません。

２．売上高には、消費税等は含まれていません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してい

ません。

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および連結子会社８社）が行っている事業の内容につい

て、重要な変更はありません。また、主要な関係会社の異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクの内容について、重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社および連結子会社）が

判断したものです。

（１）業績の状況

当第３四半期連結累計期間における日本経済は、東日本大震災からの復興需要など緩やかな回復の傾向が見られ

るものの、欧州財政金融問題の長期化、為替相場の変動や電力供給問題などを背景に、依然として見通しは不透明な

状況となっています。

このような状況のもとで、当社グループは、国内外の拠点間のネットワークを活かした販売活動の強化や顧客の

ニーズに合わせた商品開発に努めました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は20,793,606千円（前年同期比4.0％減、870,413千円減）となり

ました。営業利益は2,772,119千円（同14.5％減、469,343千円減）、経常利益は2,720,419千円（同12.8％減、

400,580千円減）、四半期純利益については、前年同期において計上した米国子会社の固定資産譲渡による特別利益

がなくなったこともあり、1,655,897千円（同26.4％減、594,655千円減）と減益になりました。

当社グループの報告セグメントの業績は、次のとおりです。

（ライフサイエンス事業）

ライフサイエンス事業全体の業績は、外部顧客に対する売上高が14,106,352千円（前年同期比3.3％減、475,550

千円減）、営業利益は1,989,073千円（同10.8％減、241,315千円減）となりました。

国内では、前年同期には東日本大震災後の需要増加がありましたが、当第３四半期連結累計期間では飲料用途を

中心に需要が伸び悩んだため、果実酸類をはじめとして売上高が減少しました。中国および米国における連結子会

社の外部販売については、売上高は比較的堅調に推移したものの、ライフサイエンス事業全体では、減収減益となり

ました。

（電子材料および機能性化学品事業）

電子材料および機能性化学品事業全体の業績は、外部顧客に対する売上高が6,687,254千円（前年同期比5.6％

減、394,863千円減）、営業利益は1,333,153千円（同15.9％減、252,923千円減）となりました。

顧客ニーズに合わせた新製品開発等により、超高純度コロイダルシリカは堅調に推移しましたが、半導体市場の

回復が想定よりも鈍かったために、前年同期の水準まで回復するには至らず、売上高は前年同期比で減少となりま

した。機能性化学品については、主力製品の製造を中止した樹脂添加剤の売上高が減少しました。これらの結果、電

子材料および機能性化学品事業全体では減収減益となりました。

（２）財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ791,056千円減少し、33,065,134千円となりま

した。これは主に、借入金の返済による現金及び預金の減少および減価償却が進んだことによる有形固定資産の減

少によるものです。

負債については、前連結会計年度末に比べ2,591,018千円減少し、10,545,816千円となりました。これは主に、借入

金の返済によるものです。

純資産については、前連結会計年度末に比べ1,799,962千円増加し、22,519,317千円となりました。これは主に、利

益剰余金および為替換算調整勘定の増加によるものです。
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（３）キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結累計期間における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、税金等調整

前四半期純利益および減価償却費の発生により取得した資金を長期借入金の返済に充てた結果、前連結会計年度末

に比べ355,030千円減少し、3,702,259千円となりました。

当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果取得した資金は2,953,207千円（前年同期は448,059千円の取得）となりました。これは主に、税

金等調整前四半期純利益および減価償却費が発生したためです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は477,391千円（前年同期は836,311千円の使用）となりました。これは主に、有形

固定資産を取得したためです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は2,902,216千円（前年同期は2,321,393千円の使用）となりました。これは主に、

長期借入金の返済を行ったためです。

（４）事業上および財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上および財務上の対処すべき課題に重要な変更および

新たに生じた課題はありません。

（５）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における当社グループの研究開発費の総額は369,544千円です。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 19,000,000

計 19,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年２月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,302,200 6,302,200

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数100株

計 6,302,200 6,302,200 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減
額（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年10月１日～

平成24年12月31日
－ 6,302,200 － 1,180,367 － 1,667,042

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成24年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしています。

①【発行済株式】

 平成24年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式       1,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式   6,299,600 62,996 －

単元未満株式 普通株式       1,600 － －

発行済株式総数 6,302,200 － －

総株主の議決権 － 62,996 －

 

②【自己株式等】

 平成24年12月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

扶桑化学工業株式

会社

大阪市中央区高麗橋

四丁目３番10号
1,000 － 1,000 0.02

計 － 1,000 － 1,000 0.02

（注）当第３四半期会計期間末の自己株式数は1,086株です。

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりです。

（１）退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日

取締役 中国担当 若林  孝太郎 平成24年12月31日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しています。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しています。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成24年10月１日から平成

24年12月31日まで）および第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けています。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,124,117 3,702,259

受取手形及び売掛金 ※1
 7,188,018

※1
 7,351,109

商品及び製品 5,082,895 5,292,681

仕掛品 212,121 180,278

原材料及び貯蔵品 1,095,173 1,027,513

繰延税金資産 390,798 408,635

その他 708,114 736,766

貸倒引当金 △7,828 △9,271

流動資産合計 18,793,412 18,689,972

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,771,413 6,551,438

機械装置及び運搬具（純額） 2,548,457 2,425,571

土地 3,049,923 3,054,270

建設仮勘定 137,150 106,725

その他（純額） 402,753 398,652

有形固定資産合計 12,909,699 12,536,657

無形固定資産 446,074 391,713

投資その他の資産

投資有価証券 585,699 609,123

長期前払費用 450,434 250,155

繰延税金資産 369,977 318,998

その他 401,798 384,170

貸倒引当金 △100,905 △115,657

投資その他の資産合計 1,707,004 1,446,789

固定資産合計 15,062,777 14,375,161

資産合計 33,856,190 33,065,134
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※1
 1,454,991

※1
 1,316,566

短期借入金 3,637,300 3,139,400

未払金 974,596 822,745

未払法人税等 98,494 536,184

賞与引当金 295,218 182,843

役員賞与引当金 40,000 30,000

その他 ※1
 549,158 619,232

流動負債合計 7,049,758 6,646,972

固定負債

長期借入金 4,822,050 2,614,750

繰延税金負債 64,882 68,389

退職給付引当金 1,014,387 1,050,050

資産除去債務 9,417 9,417

その他 176,339 156,236

固定負債合計 6,087,076 3,898,844

負債合計 13,136,835 10,545,816

純資産の部

株主資本

資本金 1,180,367 1,180,367

資本剰余金 1,667,042 1,667,042

利益剰余金 18,195,408 19,662,273

自己株式 △2,707 △2,707

株主資本合計 21,040,111 22,506,976

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 162,976 178,600

為替換算調整勘定 △526,320 △209,236

その他の包括利益累計額合計 △363,343 △30,635

少数株主持分 42,587 42,976

純資産合計 20,719,355 22,519,317

負債純資産合計 33,856,190 33,065,134
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

売上高 21,664,020 20,793,606

売上原価 12,992,318 12,628,278

売上総利益 8,671,701 8,165,327

販売費及び一般管理費 5,430,238 5,393,207

営業利益 3,241,463 2,772,119

営業外収益

受取利息 16,658 13,208

受取配当金 17,062 16,817

受取手数料 7,616 9,176

その他 33,685 21,070

営業外収益合計 75,023 60,273

営業外費用

支払利息 133,461 87,850

為替差損 52,761 11,975

その他 9,262 12,148

営業外費用合計 195,486 111,974

経常利益 3,120,999 2,720,419

特別利益

固定資産売却益 735,345 400

投資有価証券売却益 2 －

特別利益合計 735,348 400

特別損失

固定資産除却損 14,747 5,756

投資有価証券評価損 － 5,706

課徴金 － ※1
 53,552

特別損失合計 14,747 65,015

税金等調整前四半期純利益 3,841,600 2,655,804

法人税、住民税及び事業税 1,559,639 983,463

法人税等調整額 27,736 15,653

法人税等合計 1,587,375 999,116

少数株主損益調整前四半期純利益 2,254,224 1,656,687

少数株主利益 3,671 789

四半期純利益 2,250,553 1,655,897
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 2,254,224 1,656,687

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △26,032 15,623

為替換算調整勘定 △215,422 317,084

その他の包括利益合計 △241,455 332,708

四半期包括利益 2,012,769 1,989,395

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,009,097 1,988,606

少数株主に係る四半期包括利益 3,671 789
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 3,841,600 2,655,804

減価償却費 1,290,655 1,206,855

のれん償却額 103,726 9,047

貸倒引当金の増減額（△は減少） △516 10,167

賞与引当金の増減額（△は減少） △128,815 △114,099

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △11,250 △10,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） 57,351 51,920

受取利息及び受取配当金 △33,721 △30,026

支払利息 133,461 87,850

為替差損益（△は益） 38,661 △6,325

固定資産売却損益（△は益） △735,345 △400

固定資産除却損 14,747 5,756

投資有価証券評価損益（△は益） － 5,706

売上債権の増減額（△は増加） △49,465 △102,091

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,059,153 △32,475

仕入債務の増減額（△は減少） 303,958 △159,802

未払金の増減額（△は減少） △118,665 △64,775

長期未払金の増減額（△は減少） △1,039,236 －

その他 △178,352 △85,014

小計 2,429,640 3,428,098

利息及び配当金の受取額 24,506 27,196

利息の支払額 △125,678 △83,140

法人税等の支払額 △1,880,409 △418,947

営業活動によるキャッシュ・フロー 448,059 2,953,207

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 122,446 65,118

有形固定資産の取得による支出 △1,406,812 △499,132

有形固定資産の売却による収入 480,322 708

無形固定資産の取得による支出 △32,929 △24,516

投資有価証券の取得による支出 △4,626 △4,380

投資有価証券の売却による収入 2 －

長期貸付けによる支出 △1,190 △150

長期貸付金の回収による収入 7,959 8,457

その他 △1,484 △23,496

投資活動によるキャッシュ・フロー △836,311 △477,391

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 607,345 －

長期借入金の返済による支出 △2,731,850 △2,705,200

自己株式の取得による支出 △389 －

配当金の支払額 △188,566 △188,673

少数株主への配当金の支払額 △400 △400

リース債務の返済による支出 △7,534 △7,943

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,321,393 △2,902,216

現金及び現金同等物に係る換算差額 △68,229 71,370

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,777,874 △355,030

現金及び現金同等物の期首残高 7,147,569 4,057,290

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 4,369,695

※1
 3,702,259
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

当第３四半期連結累計期間において、重要な変更はありません。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しています。

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※１  四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしています。なお、当四

半期連結会計期間の末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期連結会計

期間末日残高に含まれています。

 
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

受取手形 254,945千円 149,301千円

支払手形 3,906 6,527

その他  （注） 312 －

（注）  その他は、設備関係支払手形の金額を記載しています。

（四半期連結損益計算書関係）

※１  課徴金

当第３四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日）

中国において法令に関する認識の相違により課せられたものです。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のと

おりです。

 
前第３四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日）

現金及び預金勘定 4,369,695千円 3,702,259千円

預入期間が３か月を超える定期預金 － －

現金及び現金同等物 4,369,695 3,702,259

（株主資本等関係）

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額 (円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月24日

定時株主総会
普通株式 94,520 15 平成23年３月31日 平成23年６月27日利益剰余金

平成23年11月４日

取締役会
普通株式 94,518 15 平成23年９月30日 平成23年12月９日利益剰余金

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額 (円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月22日

定時株主総会
普通株式 94,516 15 平成24年３月31日平成24年６月25日利益剰余金

平成24年11月１日

取締役会
普通株式 94,516 15 平成24年９月30日 平成24年12月７日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 （単位：千円）

 

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

ライフサイエ
ンス事業

電子材料お
よび機能性
化学品事業

計

売上高      

外部顧客への売上高 14,581,9027,082,11721,664,020 － 21,664,020
セグメント間の内部売上高又
は振替高

－ 7,428 7,428 △7,428 －

計 14,581,9027,089,54621,671,448△7,42821,664,020

セグメント利益 2,230,3891,586,0773,816,466△575,0023,241,463

（注）１．セグメント利益の調整額には、提出会社の総務部門・経理部門等、一般管理部門に係る費用

△586,781千円、その他11,778千円が含まれています。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 （単位：千円）

 

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

ライフサイエ
ンス事業

電子材料お
よび機能性
化学品事業

計

売上高      

外部顧客への売上高 14,106,3526,687,25420,793,606 － 20,793,606
セグメント間の内部売上高又
は振替高

13,606 1,794 15,400△15,400 －

計 14,119,9586,689,04820,809,007△15,40020,793,606

セグメント利益 1,989,0731,333,1533,322,226△550,1062,772,119

（注）１．セグメント利益の調整額には、提出会社の総務部門・経理部門等、一般管理部門に係る費用

△562,046千円、その他11,939千円が含まれています。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（企業結合等関係）

当第３四半期連結会計期間（自  平成24年10月１日  至  平成24年12月31日）

該当事項はありません。

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりです。

 
前第３四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 357円15銭 262円79銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 2,250,553 1,655,897

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 2,250,553 1,655,897

普通株式の期中平均株式数（株） 6,301,261 6,301,114

（注）  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

平成24年11月１日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議しました。

（イ）中間配当による配当金の総額……………………94,516千円

（ロ）１株当たりの金額…………………………………15円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成24年12月７日

（注）平成24年９月30日現在の株主名簿に記載または記録された株主に対し、支払いを行いました。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年２月13日

扶桑化学工業株式会社

取締役会  御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 吉田  敏宏    印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 井上  正彦    印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている扶桑化学工業株式

会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成24年10月１日から

平成24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ

・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、扶桑化学工業株式会社及び連結子会社の平成24年12月31日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 

（注） １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保

管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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